
2023年６月６日（火）

～１０月１日（日）
開館時間 ９時～１７時
観覧料 無 料
休館日 毎週月曜日・国民の祝日（7月17日・8月11日・9月18日・9月23日）

及び6月30日（金、月末休館日）・8月31日（木、月末休館日）
※諸々の事情により変更になる場合があります。最新の情報は文書館ホームページで御確認ください。

交通案内 ＪＲ浦和駅から 西口下車徒歩15分

または国際興業バス「県庁前」下車3分

ＪＲ中浦和駅から 下車徒歩18分

または国際興業バス「県庁前」下車3分

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂4-3-18

TEL 048-865-0112

HP https://monjo.spec.ed.jp/

埼玉県のマスコット
コバトン＆さいたまっち



江戸時代、自然を対象とした研究は「本草学」
と呼ばれ、そのなかから「博物学」や「医学」
など、様々な学問が発展していきました。植物を
研究する「植物学」も、本草学から派生した学問
のひとつです。文政5年（1822）、津山藩の藩医
宇田川榕菴は、『菩多尼訶経（ぼたにかきょう）』を著し、西洋における
植物学を日本にはじめて紹介しました。このことは、植物学が広まってい
く契機となりました。

本企画展では、埼玉県立文書館が収蔵する資料の中から、我が国に
おける植物学の祖とされる宇田川榕菴が著した『菩多尼訶経』や『植学啓原』
といった典籍をはじめ、近世の本草学に関する資料や、近代植物学の成立
に関する資料を展示して紹介します。

～植物学、黎明～

宇田川榕菴著『植学啓原』
（小室家文書3954）

宇田川榕菴著『菩多尼訶経』
（小室家文書4063）

貝原益軒著『大和本草』
（小室家文書3933～3942）

伊藤篤太郎著『最新植物学教科書』
（大熊（正）家文書5787）

田中芳男・小野職愨撰『有用植物図説』
（図書、A470ユ）
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